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はじめに 
 フランス無線通信史をアカデミズムとアマチュアリズムという視点から論じることが本
稿の目的である。 
 Romer, Jones などが彼らの内生的技術変化論において主張するとおり、経済発展が企業
の研究開発と新商品開発努力だけでなく、社会全体への新思考（ニューアイデア）の拡散
による企業の絶え間ない生産性向上によってもまた実現されるのであれば、新思考の拡散
に要する社会的コストは誰が負担すべきか。情報には財としての非競合性があるため、特
定の受益者だけからそうした社会的コストの回収を図ることは、知的財産権のいかなる強
化によっても困難である。新思考は必ずフリーライドされるからである。  
 ここでは、新思考の拡散経路として、(1)学者とその組織アカデミーによる拡散、(2)アマ
チュアとその組織アマチュア団体による拡散の二つを考える。 
 観察対象とした期間は、数学・物理学者 Maxwell により提示された「電気と磁気の相互
作用による電磁波の存在予測」の構想が固まったと言われる 1864 年から、ワシントン万
国電信会議において無線規則が制定された 1927 年までとする。 
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1 アカデミズム 
1-1 古典力学体系からの脱却の長い道のりの始まり 
 現代物理学（量子力学と素粒子理論）においては、電磁波は「光子（フォトン）」、す
なわち、その振動数によって定まる固有のエネルギーを有する質量ゼロの量子の一つと理
解されている。しかし、現代物理学においても光子の振る舞いを解き明かすための「場と
量子」の関係は必ずしも明らかにされていない 1)。 
 ニュートン力学はラングランジュらによって微分方程式に定式化され、ニュートン力学
体系として完成し、世界中のアカデミア（学者と学生たち）によって学ばれ、継承される
こととなった。Boltzman、Maxwell らが挑んだ熱力学の定式化はニュートン力学の範疇
に属する。 
 しかし、当時すでに知られていたエネルギー保存則に照らして電気と磁気の相互作用を
考えると、入力された電気エネルギー量のすべてが Faraday の静的な電磁誘導作用だけに
出力されると仮定すると入出力エネルギー量が一致せず、つじつまがあわなかった。この
ことに熱力学研究者でもあった Maxwell は早くから気づいており、「変位電流」を含む電
磁波方程式の定式化を試みた。Hertz は Maxwell が 1864-66 年に定式化した電磁波方程
式と電磁波の伝播を担うエーテルの存在を実証するため、エネルギー火花発生器に蓄えら
れたエネルギーが火花となって空中に飛び散る瞬間に別のエネルギー、すなわち電磁波エ
ネルギーが空間エネルギーとして空中に発散されると考えた。この空中に発散するエネル
ギーを捉える装置として彼が考案した検出器が小さなすき間を有する金属環だった。1885
年、Maxwell の予見から 20 年の年月を経てようやく Hertz が人類初めて電磁波エネルギ
ーの存在を確認した。Branly はこの空間エネルギーがやすり粉を封入したガラス管の両端
に設置した電極間の抵抗を著しく低下させる効果を 1890 年秋に発見した。彼はこの金属
粉封入ガラス管を「radio-conducteur（電波導体）」と呼んだ。 
 このように、無線通信分野では理論仮説が先行した結果、その仮説を信じて実験を繰り
返し、その結果として先の理論が検証されるという科学的仮説検証法が人類の歴史上はじ
めて採用されることとなったのである。この仮説検証法は現代科学の基本的な方法論の一
つとなっている。 
 アカデミアは、ニュートン、ラグランジュらが完成したニュートン力学体系（現在では
古典力学体系と呼ばれることが多い。）では定式化できない電磁波を発見し、フランスア
カデミーのトップだった Poincaré が「新たな力学体系の構築が必要」と 1907 年に述べて
いるとおり、次の世代による量子力学、相対理論などの出現を予見したのである。 
 他方、Marconi に代表されるアマチュアたちはこうしたアカデミアの議論のすべてに関
心を示したわけではなかった。なぜなら、電磁波方程式は大気圧と蒸気圧の変化によって
超長波が屈折する現象を予見しえなかったし、電離層による短波帯波長の電波の反射につ
いて何も語っていなかったからである。無線通信を実用化したのは、レヴィストロースが
その「野生の思考」で分類した原始科学、すなわち身の周りにある材料をかき集めてなん
とか問題を解決しようとするブリコラージュ（器用仕事）をもっぱらとする原始科学者、
すなわちアマチュアたちだったからである。 
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1-1-1 Maxwell 
 英国の King’s college 大学自然哲学教授 Maxwell によって 1864 年に電磁波の空間伝播
速度が光と同じであることが理論式の定式化によって発見され、「光は電磁波である」と
題された論文を含む論文集が 1866 年までに発表された。 
 熱力学の定式化に数学・物理学者としての才能を開花させていた Maxwell に電気と磁気
の相互作用の定式化を依頼した Faraday 自身が電気と磁気の相互作用を媒介する「場」と
いうアイデアを持っており、その延長線上で Maxwell 自身も電磁波の振動を媒介する仮想
空間として「エーテル（ETHER）」の存在を提示することとなった。しかし、数式によ
って示されただけの電磁波の存在は 1860 年代当時の実験では確認されず、その存在は
Maxwell 自身にとっても生涯の実証課題となった。しかし、彼の存命中には彼自身が設計
した精密な実験装置を駆使しても電磁波の検出はできなかった。Maxwell の電磁波存在仮
説とエーテル存在仮説を実証することがその後のアカデミアの最大の課題の一つとなっ
た。 
1-1-2 Hertz 
 1885 年から 88 年にかけて、綿密で詳細に計画された一連の実験によって、ドイツの物
理学者Hertzがそれまでよく知られていた近隣効果としての電磁誘導効果よりもはるかに
離れた場所で電磁効果が観察できることを金属環の空隙に火花が誘起されることを示すこ
とによって明らかにした。これが Hertz による人類初めての電磁波の存在確認となった。 
1-1-3 Branly 
 フランスのパリ・カトリック大学物理学教授 Branly は、1880 年代終わりから、静電気
蓄電器を使用して多様な材料の電気抵抗の測定を繰り返していた。金属粉を熱したり冷や
したり、近くで火花を発生させるといった多様な条件で実験を継続していた。1890 年秋、
彼が 46 歳の時、近くの火花発生によってガラス管内に閉じ込めた金属粉末の電気抵抗が
急激に低下する現象を発見した。彼はこの電磁波による金属粉の導電現象を利用して
Hertz の発見した電磁波（当時は Hertz 波とも呼ばれていた。）を高感度で検出するため
の電波導体（radio-conducteur）を開発した。これが後に英国で Lodge によってコヒーラ
管として実用化され、普及することとなった。Marconi もこの Branly-Lodge 検波器を使
用して無線電信通信実験を行った。 
1-1-4 Poincaré 
 フランスアカデミーのトップだった数学・物理学者ポアンカレは、マクスウェルの電磁
波方程式とエーテルの存在予想に対して、1899 年に「マクスウェル理論」を刊行し、社会
に電磁波理論を啓蒙した。この本がベストセラーとなり、1907 年にはその第 3 版にあた
る「マクスウェル理論とヘルツ発振：無線通信（第 3 版）」2) が刊行された。その出版記
念講演において、彼は電磁波方程式の定式化とエーテル存在予測はいずれも従来のニュー
トン力学体系の考え方だけでは説明することが困難であり、なんらかの新しい理論体系が
必要であることを指摘した。アインシュタインの相対性理論、プランクの量子力学などが
結実するのはさらに 20 年以上後のこととなる。 
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1-2 アカデミアが大衆に注目されるとき 
1-2-1 Branly 
 Branly 教授は自分の発見したコヒーラ現象がどのようなメカニズムで生じるのか、つい
に解明することができなかった。彼は、生涯、彼の開発した検波器（電波導体：
radio-conducteur）を無線通信に利用するための技術開発に興味を示さなかった。 
 彼の検波器を使ってフランスで最初に無線通信の実験を行ったのは、キュリー夫人、レ
ントゲンなどの要請に応じてソルボンヌで理化学機器を開発・生産していた Ducretet と
その同僚の Roger だった。彼らの実験は 1895 年から 1897 年にかけて、パンテオンとエ
ッフェル塔間で行われた。 
 フランス政府は、Branly 教授を無線通信の発展に貢献したとして 1900 年にレジオンド
ヌール・シュヴァリエ勲章を授与し、顕彰した。この授賞理由となった「無線通信の発展
に貢献」という視点が後に物議をかもすこととなる。彼自身は無線通信に必要な技術開発
にはほとんど興味を示さず、無線電信器の開発に直接的な貢献をしていなかったからであ
る。 
1-2-2 Turpain 
 Marconi の無線電信通信実験に 2 年先立つ 1894 年にフランスで初めて無線電信通信実
験を試みたと自称する Turpain 教授は、1880 年代にボルドーで教育を受け、電信局で勤
務した経験を有するたたきあげの人物だった。ボルドー大学で 1891 年に数学学士号を授
けられ、1894 年 11 月からボルドー大学物理学および数学の助手として採用されている。 
 Turpain 教授は、1900 年のフランス政府による Branly 教授に対するレジオンドヌー
ル・シュヴァリエ勲章の授与決定にまっこうから反対した。フランスで無線電信通信を最
初に試みたのは自分であり、Branly 教授ではないと主張し、自らの書下ろし本から Branly
教授の業績をすべて削除し、1917 年に新聞紙上で Branly 教授の実験研究は無線通信と無
関係だとの記事を公表した 3)。 
 Branly 教授は、その最晩年 1939 年に子供たちの進言を容れ、非難を続ける Turpain
教授を名誉棄損で裁判所に訴えた。世に言う Branly 事件の始まりである。大衆紙をはじ
め多くの新聞紙がこれをセンセーショナルに報道し、1951 年に破棄院で判決が確定するま
でフランス中の関心を集めた 4)。 
1-2-3 電磁波理論に対する社会的理解の進展 
 当時の学者とその組織（アカデミア）が、Maxwell の電磁波理論に対して示した反応は、
とまどいとニュートン力学では解決できない新しい学問体系の模索だった。こうした認識
は 1907 年の Poincaré の理論啓蒙書第 3 版の出版などを介して大衆に向かって説明され、
より下位の教育機関で次世代に伝えられ、広く一般知識となっていった。 
 しかし、Maxwell の示した電磁波方程式を直接書き下し、その本質を理解することは当
時の高等教育を受けたエンジニアたちにとっても難しく、古典力学の振動理論を電磁波の
説明にそのまま応用する「比喩的な」理解が一般化する。Ferrié (1899) 5)、POPP (1902) 6)、
Graffigny (1905)7) などが書き表した論文、啓蒙図書などにおいても空気中を伝播する音
波の原理と電磁波の空間伝播が同じ性質を有する波動として説明されている。このように、
アカデミアの新思考の一般知への拡散は必ずしも数式の正確さを反映していなかった。当
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時はまだ微分方程式を理解できる大衆はほとんど存在せず、アカデミアと大衆知識の乖離
が大きかったからであろう。 
 また、Turpain 教授による Branly 教授の業績に対する誹謗事件の大衆新聞による報道
記事の傾向にみられるとおり、アカデミアのスキャンダルは大衆社会において時として歓
迎され、揶揄される対象でもあって、新思考体系の構築といったアカデミアの本質的な社
会的役割への大衆の関心は必ずしも高くなかったことも指摘しておかねばならない。新思
考の社会的伝播に果たしてきたアカデミアの役割はフランスの無線通信事例においては限
定的だったと言えよう。 
 
2 アマチュアリズム 
2-1 アマチュアとは 
2-1-1 フランス語としての amateur（アマチュア） 
 フランスの国立用語・語彙語源研究センターのポータルサイトで amateur を引くと、
1488 年に「誰かを好きな人」という意味で使われたことが示され、次に、1504 年に「何
かの物を好きな人」という用例があることが紹介されている。時代が下がって 1742 年に
なると、「自分ではやらないけれども芸術が好きな人」という意味が加わり、1898 年にな
ると自転車競技で金儲けを目的としない連中を amateur と呼ぶというまったく新しい意
味が付加されていたことがわかる。 
2-1-2 仏語訳としてのアマチュア 
 小学館ロベール仏和大辞典の amateur の項を引くと、「ラテン語 amator, oris 愛する
人←amare 愛する」と語源が紹介され、日本語訳の①は「愛好家」となっている。ついで、
②アマチュア、素人という意味が紹介され、en amateur となると、（軽蔑して）道楽で、
気まぐれに、いい加減になどという日本語訳が紹介されている。 
 
2-2 アマチュアの社会学 
2-2-1 社会学者が見たアマチュア 
 フランスの社会学者、Patrice FLIFHY (2010)によれば、アマチュアは、まず、使用価
値と交換価値を生まない非商品分野、特に、(1)芸術、(2)公益及び(3)知識の 3 分野でその
活動が頻繁に観察されるといい、アマチュアという言葉は「ボランティア」という言葉に
通ずる 8) とも指摘されている。 
 これらの定義によれば、Flichy の結論の一つとして提示されている、「科学分野におけ
るアマチュアの活動は、理論の構築に資するというよりも、コンテキストが明確で、より
限定的な分野での貢献となることが多い」9) との考えが現代のアマチュアという言葉をい
ちばん的確に表していると考えられる。 
 この Flichy による定義を使えば、1865 年の Maxwell の電磁方程式の提示と光が電磁波
であるとの指摘が前者の理論構築（仮説の提示）にあたり、1885 年から 88 年にかけての
Hertz による最初の電磁波の発見とその後の Popov、Marconi らによる無線電信実用化活
動が、後者のアマチュア的な、コンテキストが明確でより限定的な分野での貢献であると
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対応付けて理解することができる。したがって、Maxwell は非アマチュアで、Marconi は
アマチュアだったという結論となる。 
 この結論は、科学とアマチュアの関係を端的に言い表しており、Branly が、生涯、「自
分は決して一度たりとも無線電信を自ら実験しようと考えたことはない。」と言い切り、
自らの「科学者」としての誇りがアマチュアと呼ばれることによって汚されることを注意
深く事前に避けようとしていたのではないかと考えられる 10)。事実、フランス社会におい
ては現在もなおアマチュアという呼称は蔑称となることが多いのだから。 
2-2-2 プロとアマチュアの比較に関する研究 
 Charles Leadbeater と Paul Miller は、2004 年、インターネット上に「The Pro-Am 
Revolution; How enthusiasts are changing our economy and society.」を提示し、プロ層
（Fully-fledged professionals）と愛好家と呼ばれるファン層（Devotees, fans, dabblers 
and spectators）との中間に、Skilled amateurs, Serious committed amateurs 及び
Quasi-professionals という 3 階層が存在するとした 11)。 
 これに対して、前出の FLICHY(2010)は、amateur はプロ層とファン層の両者を足して
2 で割ったような中間的な存在ではなく、独立に社会の中に位置づけられる「個人意識に
目覚めた現代的な個人主義者」であり、「知識と技能能力（やり遂げる能力）を獲得し、
それを拡散することができる人々」であり、「社会組織の民主化勢力となる人々」である
と指摘している。彼が念頭においているのはジャスマン革命を推進した政治のアマチュア
たちであろう。彼は、「アマチュアとは、プロでもなく、単なる流行の追従者としてのフ
ァンでもなく、似非学者でもなければ専門家の追従者でもない人々で、彼らは、個々人が
お互いにより尊敬でき、より民主化が深まった社会を構築する活動家（アクター）である。」
と述べている。 
 さらに、Flichy によれば、アマチュアは技術を自ら実践するタイプと技術を愛でるタイ
プ、つまり、「職人」と「通、目利き」という 2 類型に分けられることが指摘されている。
彼らはお互いに反目し合うというより相互補完の関係になっていると指摘している。職人
が作り、それを通・目利きが社会に拡散させるのだと。 
 
2-3 アマチュア活動の社会的正統性 
2-3-1アマチュア局（私設無線局）の電波利用の正統性 
(1) 先行した Marconi社と米国の私設無線局合法化 
 米国においては、1901 年のMarconi’s Telegraph Limited12) （以下、Marconi 社という。）
が成功した大西洋横断無線電信通信などの大陸間無線電信通信実験などに刺激された東海
岸の人々のあいだに自分たち自身で無線電信局を設置して中継通信を行う者が多数あらわ
れた。当時の無線電信技術は火花式送信機か高周波発電機の利用が一般的だったのでアメ
リカ東海岸の私設局の存在は先行していた Marconi 社にとって、混信の原因ともなること
から、彼らの取締り（非合法化）を行政官庁に迫っていた。 
 1903年にベルリンで、Marconi社以外の無線設備を搭載した船舶又は海岸局とMarconi
社の無線設備を搭載した船舶又は海岸局間で行われる無線電信交信を英国政府とMarconi
社に認めさせるための会合が開催された。その結果、無線設備の技術基準、無線通信士の
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技能基準などを各国が責任を持って確保するための制度を準備することが約束された。こ
れによってようやく船舶間と、船舶と海岸局間の無線電信通信が Marconi 社と非 Marconi
社の間で相互に可能となった。 
 1912年 8月 13日、米国議会は無線通信規則法（Act to Regulate Radio Communication）
を制定し、Marconi 社が望んでいた「アマチュア局の全面禁止」ではなく、一定の技術基
準と通信士の技量が確認されれば、誰でも自由に無線通信を行うことができることとなっ
た。ただし、私設無線局又は科学実験局であるアマチュア無線局に対してはその使用周波
数が 1500kHz だけに限定されることとなった 13)。この米国法が英国以外での初めての私
設無線電信局の合法化事例となった（英国には Marconi 社がすでに存在したため）。 
(2) フランスにおける私設無線局合法化の動き 
 第一次大戦前には、英国を除く他の欧州諸国と同様に、フランスには私設無線局に対す
る法的規制が存在しなかった。 
 フランスにおける私設無線局の合法化は、米国に遅れること 5 年、1917 年にようやく
私設傍受局（受信のみの私設無線局）の設置が政令によって認められることとなり、電波
発信についてはさらに遅れて、送受信可能な私設無線局がようやく政令改正によって認め
られたのは第 1 次大戦後の 1922 年秋となった。しかし、1851 年の通信事業サービス国家
独占の法体系はそのまま維持され、1932 年までにフランスの私設無線局（民間ラジオ放送
局を含む。）の全てが解散又は国有化されることとなった。 
(3) 第一次大戦後の電波利用大衆化の進展 
 フランスにおいては、1917 年に無線電信傍受のための自宅敷地内でのアンテナと無線設
備の設置が PTT（郵政庁）によって「届出」という形式で認められた。 
 これには、フランス国内に第一次大戦中に生じていた真空管の大量生産という特需が影
響している。この段階で、真空管を手作りで生産する多数の事業者がフランス国内に出現
した。工場を作り、連合軍の需要を満たす高性能の真空管を供給する個人事業者、中小企
業家などがフランス国内に現れた。 
 戦争終結と同時に特需を失った生産者は大量に在庫された真空管の販売先として民需市
場に注目した。彼らは、アマチュアグループなどが主催する商品見本市と称した無線通信
機見本市に彼らの最新のラジオ受信機を出品した。このような見本市は地方都市を含めて
フランス全土で多数開催された。こうしたラジオ部品と真空管の大衆市場への普及によっ
て政府は私設無線局の取締りに困難を感じ、届け出又は許可によって私設無線局の設置を
民間人に認める方向へといったんは動いたのだった。しかし、この政令による認可制度は
10 年間の時限措置と当初からなっており、1932 年までにはフランス国内の民間ラジオ放
送局（その中には地域コミュニティによって出資されたラジオ中継局などがあった。）は
すべて PTT などによって閉鎖されるか、吸収されることとなった。 
(4) 大衆の関心は無線通信より放送受信へ向かった 
 1922 年にはフランスにおいても私設無線局の開設が合法化された。これを受けてフラン
ス国内各地に多数の私設無線局（アマチュア無線局と民間放送送受信局を合わせた存在）
グループが組織された。彼らは、米国東海岸、ドイツ、イタリア、スペインなどから発信
される長波、中波および短波の法的拘束のない無線通信、ラジオ放送などを自由に聴取し
ていた。受信機の性能は見本市が開催されるごとに改善された。鉱石受信機からすでに 4
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球再生式受信機までが各社のカタログに掲載されていた。こうして、1923 年以降には、無
線電話の傍受を楽しむ「アマチュア無線家（後のオーディオ愛好家）」が増加した 14)。 
 しかし、一方で、第一次大戦終結後に元工兵軍団（レジー・ユイット（Régie 8））情報
通信部無線通信士グループが、無線電信通信を英国、米国などのアマチュア局からの呼び
かけに応じて、コールサインとして元のユイット（８）を使って、おおっぴらに国際無線
通信（現在のアマチュア無線）を開始していた。 
 第一次大戦後、連合軍から大量に放出されていた「三極真空管」と「電気部品」などを
使って、無線電信・電話送受信機がアマチュアたちの手で自作され、かれらのうちにはプ
ロ顔負けの高性能の無線設備を設置・運用するものまで現れた。当時の電子回路技術では
送信機と受信機の区別はあまりなかった。コイルとコンデンサにクルムホフ式誘導火花機
を接続するだけでそのまま送信可能だった。真空管を使えばもっと簡単に送受信機が作れ、
数多くの無線機回路図が考案され、グループ内で発行されていた新聞、機関誌などに公開
された。彼らの中には大戦中にレジー８の兵士として無線通信勤務についていた人たちだ
けでなく、海軍船舶、民間船舶などで無線通信に携わってきたプロの無線電信通信士も含
まれていた。 
 1923 年 11 月には、フランスのニース在住だった 8AB が米国アマチュア無線中継連盟
（ARRL）の 1MO との間で大西洋越えの短波無線電信通信（波長は 2.7～3MHz あたりと
いわれている。）に成功した。フランスのアマチュア無線家たちはすでに 1914 年に私設
無線局設置の合法化を政府に請願するために結成されていた「無線電信の送受信を愛好す
るグループ 15)（REF）」に集まっていた。この動きが、1922 年にフランス国内における
私設無線局設置合法化以降に結成された数多くのアマチュア無線団体との間で摩擦を生じ
ることになった。電波利用先行者の先取特権が後発者によって脅かされ始めたからである。 
 REF は、1914 年から法的保護が存在しないままにアンカバー活動を行っていたアマチ
ュア無線家たちをメンバーとして抱えており、彼らは無線通信技術にも無線通信オペレー
ション技術にも熟達していた。 
 他方、真空管の普及によって急激にその数を増やしていた後発の真空管世代グループは、
エッフェル塔から流れてくる時報と気象通報、さらに、後にラジオ放送のキラーコンテン
ツとなったコンサート音楽番組放送などをもっぱら傍受するために受信機を組み立てたグ
ループ（当時においてもすでにオーディオ愛好家 16) とも呼ばれていた。）だった。 
 
3 電波利用の社会的正統性をめぐる議論 
 
 前節で紹介したふたつのアマチュア無線家グループの出現とその後のフランスにおける
電波利用の正統性をめぐる苦いアマチュア間の対立抗争の歴史が彼らの団体機関誌 17) に
赤裸々に描かれている。 
 これらの抗争は、メンバー間のあるいは団体間の電波利用の「公益性」に依拠する正統
性をめぐる争いだった。電波資源が純粋公共財であることは疑いようもなく、その管理を
誰かが強制力をもって行わない限り、いわゆる「コモンズの悲劇」となり、「誰も電波資
源を享受できない」ことが明白だったため、私的な電波利用の正統性を公益性とのバラン
スにおいてどのように立論するのかが問われていた。さらにこの問題を複雑にしたのは、
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音楽番組をノイズなく楽しみたいオーディオ派と大西洋を越えた電信通信を自由な周波数
で自らの手で行いたいとする無線通信派との間で、その電波利用をめぐって意見が対立し
たからであった。 
 
3-1 私設無線局の経済的利益享受問題 
 少数派だった無線電信通信のオペレーションを趣味とするグループがラジオ放送を聴取
することを趣味とする多数派に対して、彼ら多数派がメーカー、出版社などから私的利益
を得ていると非難しはじめた。多数派の需要がすでに大きな経済市場を形成しつつあった
という時代背景がそこから垣間見えてくる。 
 非合法時代から電波発信を続けてきてようやく私設無線局設置の合法化を勝ち取ったと
考えている少数派グループにとって、合法化されてみると、無線技術に詳しくもない多数
の市民が無線設備（受信機と送信機の間に大きな技術的障壁はなかった。）を手に入れ、
メーカー、政府などへの発言力もより大きくなってきていたからである。 
 実際、多数派グループのメンバーの中には、アマチュアの社会的台頭を、商売（ビジネ
ス）の発展機会（チャンス）ととらえるアントルプルヌールたちが加わっていた。1926
年にはかれらが Syndicat Professional des Industries Radio-Electrique を立ち上げた。 
 このことが、無線電信を自らの商売と決して結びつけてはならないと考える少数派グル
ープの攻撃目標となった。周波数資源（電波）の公益性確保がより一層重要であると考え
る 1920 年代以前からのアマチュアメンバーにとって、周波数を金儲けのために費やすこ
とは受け入れることができかったのである。 
 1925 年の第 1 回国際アマチュア無線会議に参加した古参のアマチュアメンバーは、私
設無線局を民間ラジオ局として運用しようとする人々と、その受信を楽しみたい人々の社
会的台頭に対して、軒を貸して母屋をとられるという言葉を使って批判した。 
 
3-2 市民団体活動の正統性 
 こうしたアマチュアの電波資源利用の正統性をめぐる社会的分裂がフランスにおいて生
じた背景として、フランスの市場経済活動の軽視、すなわち、私的企業活動よりも、政府
が直接経営し、その経済活動の利益を直接国民に還元することが、公平性と公益性という
視点から、より社会的正統性を有するとの社会的コンセンサスの存在があったと考えられ
る。 
 このように、個人主義が早くから受け入れられ、結社の完全な自由が 1901年Association
法によってすでに保障されていたフランス社会においては、あらゆる方向でアマチュア結
社の可能性が模索され、乱立し、相互に競争し、分裂し、その正統性を主張するために各
派が政治的多数派工作に奔走していたのである。その結果が、アマチュア無線団体の正統
性をめぐる社会的混乱を招くこととなった。そうなれば、電波利用はすべて国家がその割
当てを決めるということになってしまうのである。この点が先に見た米国の電波使用の民
間への開放事例と全く異なる。 
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3-3 アマチュア無線団体における内部抗争事例 
 たとえば、次の 4 つの記事がアマチュア無線家とそうでない者との対立と、さらに同じ
団体内部における指導者としての地位をめぐる政治的対立を示している。 
 最初の雑誌の記事は無線電信を忍耐強く個人の努力で実現するのがアマチュアで、商売
に手を出すのは言語道断だと述べており、逆に 2 番目と 3 番目の記事は団体の機関誌とし
ての性格から脱出し、より多くの読者獲得（民主主義においてはより多数のメンバー獲得
が正統性獲得の条件である。）のために主にラジオ番組、放送されるコンサートの奏者の
紹介などを行うべきだというオーディオ愛好家向けの宣言を掲載した記事となっている。
最後の 4 つ目の記事は 1914 年までのアマチュア無線がまだ合法化されていない第 1 次大
戦前の時期に同じ無線クラブで活動していた同僚・仲間に対する告発記事となっており、
この記事が書かれた 1926 年にはアマチュア無線団体内部の主導権をめぐる摩擦が大きく
なっていたことを示している。 
(1) 「Le journal des Amateurs de T.S.F. de Lyon et du Sud-Est : 1926/8/1」 
  Le journal des Amateurs de T.S.F. de Lyon et du Sud-Est（リヨンと南東地域の無線
通信アマチュア紙）の創刊号に次のような一節が掲載されている。これらの記事から逆に
ここに指摘されている内容が 1926 年の時点ですでに地域社会で有名無実化していたこと
を窺わせる。 
・「読者へ：T.S.F.（無線通信）は科学である。これに興味を有し、自分で T.S.F.を実験
しようという人たちがアマチュアである。単なるラジオ聴取者（auditeurs）は決して
含まれない。自己の利益の増大を図ろうとする者も含まれない。純粋に個人的な興味
から T.S.F.を科学として究めたいという人々がアマチュア（amateurs）である。」 
・「アマチュアは高価な完成品を購入するのではなく、自分で組み立てる人たちだ。真の
アマチュアリズムは探求心と結果が出るまでの忍耐心を持つ人々だ。」 
(2) 「RADIO-SUD：1924/3/15」 
 RADIO-SUD（南仏ラジオ誌）創刊号（1924 年 3 月 15 日号）には読者への巻頭記事が
ある。紙面をまったく新規にやり直すこととした経緯が書かれていて、ラジオ技術発展へ
の想いを実現するため、次の３原則で紙面を新たに編集することとしたとの基本方針がう
たわれている。 
  ① 読者に最新の技術と発明を報せる、 
  ② 無線家の間で自由な意見交換を可能にする、 
  ③ ラジオ、部品などの交換情報などの掲載。 
 最後にこのタブロイド紙は「すべての無線家の機関紙」であることを宣言している。つ
まり、特定のアマチュア無線家のための機関紙ではないと宣言している。実際の紙面構成
では、ラジオで放送されるコンサートの案内記事が目立つ。1925 年 6 月号には PTT Lyon
に続いて PTT Marseille が 1925 年 6 月 15 日から開局されるとの記事が見られる。沢山
の広告ページが含まれており、Philips、La Radio Technique、METAL などの大きな広告
頁が目立つ。8 月 17 日号から Radio Programme ページが開始されている。PTT Marseille
局によるパリのコンサート放送の中継放送（Retransmission）などの紹介も始まっており、
ラジオ聴取者向けサービスを第 1 に考えていることがわかる。同年の 12 月号になるとタ
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ブロイド版から小冊子形態に変化し、美しい女性バイオリニストの写真がトップに入るよ
うに変化している。 
(3) 「Bulletin mensuel de L'Antenne de L'Auvergne：1927/01/01」 
 Bulletin mensuel de L'Antenne de L'Auvergne （オーベルニュ地方アンテナ月刊誌）
は 1926 年に第 1 号が発刊されている。その時点での購読者数は 133 名だった。1927 年現
在で 614 名と増加している。一つの活動目的が地域（クレルモンフェラン）のラジオ局を
設立することだった。その後、1934 年にはタイトルに Auditeurs（聴取者）が明記された
記事構成となっている。 
(4) 「T.S.F. Moderne： 1925/02」 
 T.S.F. Moderne（近代無線通信誌）は、戦間期にもっとも成功した無線通信大衆誌であ
る。その創刊は第一次大戦前から熱心に私設無線局の合法化をフランス政府に働きかけて
いたグループによって行われた。その主筆が 1925 年 2 月号に次のように合法化された私
設無線局の経緯を紹介し、新しい団体設立をけん制している。 
 「企業及び企業団体の所有する業務用無線局以外に、民間個人局の数は、この原稿を書
いている 1924 年末時点で、すでに 150 に達する。彼らは資金を工面して（moyennant 
Finances）彼らのライセンスを取得した。新しい法規による電波利用権設定によって百万
人の人々が自由にラジオ受信ができるようになった (p.116右欄 l.15-22)。しかし、それ
は Roussel氏が Société Françaiseを代表して、1924年 10月 20日発行の T.S.F. Moderne
誌創刊号で述べたような Société Française を代表する人々の粘り強い政府高官との交渉
努力が実を結んだという状況とはまったく異なる(p.116 右欄 l.23-37)。この新しい法律
について一番よくわかっているのはこの私（訳者注: この記事の著者、Maisonneuve18）（彼
は元検事・地方裁判官））であり、私をおいて他にはいない。この点で、Société Française
の言っていることは正確性を書いていることを指摘しておきたい。法改正を粘り強く働き
かけたのはほかでもない、私、Maisonneuve とその盟友 Pierre CORRET 医師のふたりで
あることをここに明記しておく (p.116 右欄 l.38-p.117 l.5)。」 
 こうしたアマチュア無線団体内部のメンバー間の争いは、1925 年のパリ第 1 回無線通
信および法的問題に関する国際会議（第 1 回国際アマチュア無線会議併催）の開催と同時
に無線電信を自らの手で行うための国際組織として、米国のアマチュア無線中継組織
（American Radio Relay League : ARRL）を国際規模に拡大した International Amateur 
Radio Union（IARU）が設立され、フランスの無線通信愛好家グループ（REF）メンバ
ーがこの IARUのメンバーとなることでオーディオ愛好家グループと完全に決別したこと
によって決着した。 
 
4 フランスの無線通信史と経済発展 
 
 前節までフランスにおける無線通信利用拡大の歴史をアカデミズムとアマチュアリズム
という二つの異なる視点から整理・分析してきた。 
 本節においては、まず、アカデミアによる無線通信理論面の発見と基礎共通的な技術構
築が誰でもフリーライド可能な「公知（純粋公共財）」としてベンチャー企業のスタート
アップ又は企業による新商品（サービス）開発に貢献したかどうかについての定性的な分
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析を行う。次に、アマチュアによる自己研さんと試行錯誤による新商品（サービス）開発
の成功事例を検証しておくこととする。 
 
4-1 無線電信技術の啓蒙普及活動と産業発展 
4-1-1 大衆啓蒙誌の創刊 
 1888 年から 1901 年にかけて 200 冊近くの小冊子が Livre Pour Tous（すべての人々の
ための本）シリーズとして刊行されている。このシリーズにおいて、1900 年頃に刊行され
た新シリーズ第 8 巻に「無線電信」が取り上げられている。 
 Livre Pour Tous 誌は字義どおりの市井のアマチュア（専門家でない、正統的な学問を
修めていない人々。素人。）向けの啓蒙書として多くの人々に読まれた。その内容は次の
とおり無線電信技術の成立の歴史を解説したものとなっている。著者のサインはなく、著
者は不明である。こうした大衆啓蒙雑誌の刊行により、「公知」としての無線技術に関す
る知識は一般大衆に広く拡散したと考えられる。 
 ここで注目すべきは 1888 年の Hertz の初期の電磁波実験を解説して、電磁波は波とし
ての性質が音波と同じであると記述している点である。アカデミアが電磁波の力学的な波
としての性質の類推で電磁波方程式を理解しようとしていたことがここに顕れている。し
かし、これは後に Poincaré らの論文によって否定されている。「公知」として大衆に伝
えられたアカデミア情報はかなり不正確に伝達されていたことがわかる。この不正確性が
大衆側の理解能力に起因していると考えることもできるが、アカデミア内部において論争
があり、20 世紀の相対理論と量子論の思考方法の提示まで電磁波の本質的理解はアカデミ
ア内部においても必ずしも進んでいなかったことを示している。 
 
＜Livre Pour Tous シリーズ第 8 巻「無線電信」から引用＞ 
「Hertz は 1865 年の Maxewell による電気現象（des phénomènes électriques）に関
する（実証）論文を発表し、物理学会の大きな注目を浴びた。電気が空中を伝わるの
は音波と同じ原理であると Hertz も指摘している。 
（つぎに Ruhmkorff の誘導コイルと電磁波発振器の説明（中略）19）） 
1885 年 5 月 24～31 日にかけて Hertz は電磁波の検出器として空隙のある金属環を使
い、電磁波の存在を証明する最初の実験に成功した。1890 年には Branly が、後に彼
自身が名付けた Radioconducteur を発明した。この検波器は感度が高く、ほかの研究
者もこの改良実験に追随した。無線電信は有線電信で使われているモールス符号をそ
のまま使用する。1895 年にロシアの Popoff とイタリアの Marconi が無線電信の実用
化につながる実験を行った。Popoff は 18m の垂直線をアンテナとして使い海上 5km
の通信に成功し、Marconi も同じ垂直系アンテナを使って 23km まで通信距離を伸ば
した（出典：Livre Pour Tous 誌、第 8 巻「無線電信」p.21、原文は仏語、翻訳は著者）。」 
 
4-1-2 技術解説書の創刊 
 アカデミアの周辺に存在する技術者が書いた技術解説書として、フランス陸軍工兵隊（ジ
ェニー）の将校のものが一番早い。1899 年と 1901 年に Ferrié（capitaine du génie）、
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J. Boulanger（chef du bataillon du génie）らがそれぞれ無線電信の理論と実践に関する
論文を軍の内部向け論文として公表している。 
 その後、Marconi が大西洋横断無線通信に成功したとされる 1901 年以降になると、私
設無線局が海岸局と船舶局として次々に設置されることとなった。海上における無線電信
通信の実用化期が始まった。こうした無線電信の実用化の大半は Marconi 社の技術開発に
負うところが大きかったと言われている。Marconi 社は 1903 年ごろまで海上無線電信通
信需要の大半を独占していた。 
 1903 年のベルリンにおいて開催された第 1 回無線電信国際会議において、船舶無線電
信の設備と通信士の技能の国際的統一について話し合いが行われ、1907 年に船舶局と海岸
局の間で行われる国際電報業務に関する国際規則が定められ、Marconi 社以外の無線設備
が普及することとなった。こうした無線技術の国際間拡散によって、私設無線局の数は増
大し、無線局関係者の数が増加し、彼らがアマチュア無線団体を結成しはじめた。彼らの
間で技術解説書（機関誌を含む。）がつぎつぎに発行されるようになる。 
 フランスにおける一般読者向けの無線技術解説書としては、Corret 医師(1912)20) と
Duroquier 工兵将校(1913)21) の著作が最初である。技術解説雑誌は L'Avenir de la 
Télégraphie sans Fil (1914)と Onde Hertzienne (1914)が最初である。当時の新思考の宝
庫だった無線通信団体には多様な人々が参集していた。彼らの職業は、例えば、医師、元
検事・裁判官、大学教員、電気技術者、理化学機器製造職人、印刷出版経営者などであっ
た。 
 
4-2ベンチャー企業の発展と経済成長 
 アマチュア無線雑誌の創刊に関わるなど、多様な社会的背景を有するアマチュアたちは、
自らが必要とする検波器、コイル、コンデンサなどをすべて自作するか、理化学機器製造
職人などに委託して手に入れていた。彼らの中からフランスで最初のラジオ部品メーカー
と完成セットメーカーが出現している。 
 一方、当時最先端だった交流水力発電をいち早く導入したアルプス南部の企業群には「交
流を扱う技術者」が育っており、彼らの一部はいち早く無線通信に興味を示した。当時は
都市部で直流給電が主流だったが、アルプス地方では豊富な水力を利用してすでに交流給
電が開始されていた。こうした歴史的経緯から、交流に関する知識・技能を蓄積した電気
技術者がアルプス麓には多く存在した。彼らの属する企業が Lyon、Grenoble などにおい
てその後の無線電信設備を供給するメーカーに育った。 
 しかし、技術者群のトップに立ったエリートは、エコールポリテクニク出身の軍人、政
府官僚たち 22) であり、たたきあげの企業内技術者・技能者たちではなかった。こうした
社会的背景から、軍需産業に無線通信技術を導入し、発展させたのは民間企業側の努力で
はなく、軍側の Ferrié 将軍だった。検波器を発明した大学教授 Branly は 1925 年に無線
通信技術の解説書を刊行 23) しているが、彼自身は終生無線通信の実用化には関わらなか
った。 
 このように、Marconi が英国で Marconi 社を設立して無線電信事業を開始したのと同様
に、フランスにおいても、無線電信設備・機器の製造に着手し、1912 年にエッフェル塔か
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らの世界最初のラジオ放送を開始したのは Ferrié 将軍らの実務家だった。Branly などの
アカデミアは、電磁波の公共放送への応用に関心を示さなかった。すでに公知となった新
思考から必要な情報を選択抽出して「器用に」利用したのは、エンジニア又はアマチュア
たちだった。 
 フランスにおいては Branly 教授と Ferrié 将軍を人的交流の頂点とする無線通信技術の
最先端情報を共有する社会的ネットワークが構築され 24)、Marconi（英）、Maxim（米）、
アームストロング（米）などとの個人的な国際的交流が行われていた 25)。1925 年の第 1
回アマチュア無線国際会議で国際アマチュア無線連盟（IARU）が結成され、1927 年のワ
シントン国際通信連盟会議において初めて国際無線規則が制定され、その無線規則にアマ
チュア無線局の定義が挿入され、短波帯の周波数がアマチュア局に割当られた政治的背景
にはこうした個人的な国際ネットワークの存在があった。 
 アカデミアの国際ネットワークが Maxwell の電磁波方程式から場と素粒子の物理学を
生み出し、アマチュアの国際ネットワークが、Marconi の無線通信サービスの実用化を助
け、各国における私設無線通信局の法制度の整備に手を貸し、短波帯を開拓し、ベンチャ
ー企業を立上げ、経済発展に貢献したのである。 
 
おわりに 
 本研究においては無線通信の歴史をアカデミズムとアマチュアリズムという二つの視点
から論じた。  
 その結果、Flichy が述べたとおり、アマチュアは「確定した（と信じる）知識」の上で
活動を行う集団であり、アカデミアは、未踏領域で活動し、理論的推論（数学）を論拠と
してさらなる理論仮説を展開していく集団であることを確認した。両者は対立的であるよ
り相互補完的であった。しかし、二つの集団内部には、理論または公共性をめぐる対立が
存在した。これらの組織内または組織間の対立が新思考の社会的拡散コストの一つとなっ
た。フランスでは市場競争より社会的正統性をめぐる競争が支配的だった。これを経済的
視点から見れば、Romer, Jones などの言う内生的技術変化が社会的知識蓄積から企業への
反射的利益の存在なしには論じえないことを示している。 
 
（注） 
1）クールマン, 2014, 「実在の本質 場の量子論は何を語るか」, p.64-73, 日経サイエンス 
2）Poincaré, 1907, « La théorie de Maxwell et les oscillations hertziennes : la télégraphie sans fil 
(3e édition) » 
3）Marconi、Ferrié 将軍などとも親交のあった Branly 教授のアカデミアとしての地位は Turpain
教授のこうした異議申立てにもゆるぎなく、1923 年にはさらに上位のレジオンドヌール・コマン
ドゥールに列記された。 
4）Jacques MARZAC, 2005, Le Procès de l’invention de la T.S.F., L’Affaire Branly, Michel 
Fontaine 
5）Ferrié, Capitaine du génie, 1899, "TÉLÉGRAPHIE SANS FIL PAR ONDES HERTZIENNES 
ÉTUDE THÉORIQUE SOMMAIRE", BERGER-LEVRAULT ET Cie, LTBRAIRES-Editeurs 
6）RICHARD POPP, Ingénieur électricien, 1902, "La Télégraphie sans fil, Expliquée au public",  
Editions de la Revue dorée LIBRAIRIE" 
- 15 - 
 
7）Henry de Graffigny, 1905, "L'Electricité pour Tous", Paris, E. Bernard, Imprimeur-Editeur 
8）Patrice FLICHY, 2010, Le Sacré de l'amateur, Introduction de la démocratisation des 
compétences, p.11, l.15-18 
9）同、Conclusion, p.91, l.6-8 
10）Jacques MARZAC, 2005, L'affaire Branly; Le procès de l'invention de la TSF, Michel 
Fontaine 
11）Charles Leadbeater, Paul Miller, 2004, Pro-Am Revolution, Demos p.21 
12）Marconi 社は英国において 1896 年設立された。英国とイタリアは Marconi 社を助けた。 
13）Anthony RUDEL, 2008, “Hello, everybody! The Dawn of American Radio”, p.18 l.19-23, 
Harcourt. Inc. 
14）Jean BRUN, 1923, « La Téléphonie sans fil, générale et privée », p.5 l.5-6, Albin Michel 
15）1851 年の通信の国家による独占を認めた法制度が無線通信にも及ぶとの法解釈と、1850 年代
に存在しなかった無線電信には法の効力は及ばないとする法解釈が対立したままとなっていた。
このため、フランス国内のアマチュア無線家には法的保護が及ばなかった。米国は 1912 年にすで
に無線通信の民間開放を合法化し、正統な権利として市民の電波利用を認めていた。 
16）1906 年にド・フォレストによって発明された 3 極管はガス封入管だったこともあり、性能が
安定せず寿命もきわめて短かった。これが最初「オーディオン」と名付けられ、もっぱら電話、
蓄音機などに応用されていた。1912 年に真空度を高めたいわゆる硬管が出現し、より高周波を扱
う無線設備に普及した。 
17）特に T.S.F. Moderne が発行部数も多く、記事内容も充実している。 
18）PERRET-MAISONNEUVE, Membre du Conseil de Direction du Comité international de la 
T.S.F. 
19）Prenons deux sphères métalliques de 30 centimètres de diamètre, ou encore deux plaques de 
métal carrées de 40 centimètres de cote, et relions-les par un fil métallique droit d'un mètre de 
longueur. Supposons qu'une de ces sphères soit chargée les forces séparant ces deux 
électricités cessant subitement d'agir. Les deux électricités se combineront, mais le courant 
ainsi développe se prolongera au-delà de cette combinaison même, et créeront sur les deux 
sphères des charges inverses de celles qu’elles présentaient d'abord; celles-ci provoqueront 
une nouvelle décharge, et ainsi de suite; il se produira de la sorte une série d'oscillations entre 
les deux sphères. 
20）Dr Pierre CORRET, 1912, « Télégraphie sans fil », Maison de la bonne Presse 
21）Franck DUROQUIER, 1913, « La Télégraphie sans Fil pour Tous », E. ORLHAC 
22）彼らは大学教育の外にある実務系大学校で教育を受けていたがそのレベルは大学トップのソル
ボンヌと同等以上と見られ、大学の学者・学生（アカデミア）たちからも一定の評価をえていた。 
23）Edouard Branly, 1925, Télégraphie et téléphonie sans fil, Payot 
24）Jean-Claude Boudenot, 2005, Le procès de l'invention de la T.S.F. L'Affaire Branly Les 
révélations du professeur 
25）Michel Amoudry, 1993, Le général Ferrié et la naissance des transmissions et de la 
radiodiffusion, Presses universitaires de Grenoble 
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